
たまポン生活圏実現会議の位置づけ

• たまポン生活圏実現会議は、さいたま市及び民間企業双方が 「CS90+及び市民のウェルビーイング向上」を

共通の目的 （共通KGI)として、民が主導となりながら「官民の真の協働」を推進する座組です。

• さいたま市は、場や情報等の提供及び必要なインフラ投資をし、地域課題解決を目指し、民間は収益向上・顧客拡

大及び企業価値向上等の自社としてのメリットを設定し、実現することにより地域課題解決にも貢献します。そ

の結果として、官民各々の目的の達成を目指しながらシナジー効果の創出を図ります。

• 各社は具体的に「個社で出来ること・協働で実現したいこと」を明示し、本気で実行することが求められます。

対して、市やつなぐ社も、「官民の真の協働」のあり方を常に模索し、本気で推進してまいります。

• 当会議体は、主に参加事業者間での共創を推進しますが、個社で実施可能な貢献活動を積極的にサポートするた

め、情報共有を頂きながら、他社からの意見募集や仲間集めをする場としても機能させます。

• 将来的にはさいたま市モデルの全国横展開（自治体仲間づくり） のための、情報発信・協業拡大の起点となるこ

とも企図しています。

• たまポン生活圏実現会議は、企業間協働及び個社の取組も含めてCS90+達成に賛
同する事業者間の連携促進を図ります。



さいたま市+みんなのアプリサポーター企業
たまポン生活圏推進検討会メンバーをはじめ広く連携

分科会
地域課題を踏まえテーマ毎での民間の事業創出を実施

民間企業（複数社）×行政で地域課題解決事業の企画検討

市民団体等大学や研究機関 外部連携先

テーマ次第で連携検討

情報共有会
分科会の取組共有や関係者一同で
検討すべきテーマ等について議論
例：データ統合活用、各種基盤検討地域経済の活性化 地域コミュニティの活性化

快適便利な市民生活 安心・安全な市民生活

総会

事務局（つなぐ社）
PJ推進
行政施策や

民間連携など支援

新規パートナー開拓
ニーズ対応企業探索や

広報・イベント運営

アプリ普及促進
ユーザーと加盟店の

普及促進

活動評価と戦略見直し
KPIモニタリングと

全体戦略のピボット

各種活動への参加、テーマの追加提案

民主導での官民連携体制を構築し、CS90+達成を官民共通の目的としながら、
官民それぞれのメリットやシナジーを達成するための組織設計や外部連携を行います。

たまポン生活圏実現会議の連携体制


